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 デジタルデバイスの相互接続を実現するシステムソフトウェア、それを利用した社会環境

を実現するアプリケーション及びサービスに関するプロジェクトを公募した。 

 募集するプロジェクト参考事例として、以下を募集要項に掲示した。 

１．メッセージの自動転送、同期、配信、情報の共有、緊急の連絡含むコンテンツの購読、

個人の認証、複合的なシステムのプロトタイプを構築することを期待する 

２．災害発生時の緊急情報共有システム 

３．無線LAN もしくは有線のIP 電話網と携帯電話網を包含する総合的なテレフォニー・サ

ービスの実現 

４．「デジタル・シネマ」の撮影、編集、映像アーカイブ、ネットワーク配信、映写システムに

必要な各種ソフトウェアを体系だって提案するプロジェクト 

５．「オープンソースによる開発手法」と「商用のソフトウェア開発」を両立させるための開

発手法、ソース活用、新規開発/引用、開発工程管理、公開手法、知財保護を提案する

プロジェクト 

 ソフトウェアのみに限定せず、共有されるデジタルコンテンツの実例、圧縮、認証、課金技

術などを含み、ビジネス・モデルやサービスへの提言をも含むものとした。 

 

 

 

 募集したテーマ上記1.に対して応募された案件は、12件である。 

 採択にあたり既存のアイディアやソフトウェアの批評、改版ではなく新規性を重視した。技

術的な優位性や商用のサービスとしての有用性だけではなく、社会的なインパクトをもたら

すことのできるような、ソフトウェア・プロジェクトを優先して採択した。 

 応募件数は少なかったものの、非常に素晴らしい提案を4件採択することになった。応募

要項に加えて、プロジェクトの国際性（世界に通用する技術、世界で誰も手掛けていない技

術、日本語の特性を基礎に世界の言語に対する解析技術を達成）に優れた点を評価した。

さらに加えて、いずれの技術も技術的な優位性とその成果だけではなく、社会に対するイン

１．プロジェクト全体の概要 

２．プロジェクト採択時の評価（全体） 



パクトとそれを実現するビジネスモデルの提言にも言及されていることを高く評価した。 

 

 

 

 計算機、コンピュータ、PC の発展の歴史において、いつも問われていた命題は計算結果、

検索結果、印刷結果として定義される計算処理の“結果“であった。人間の社会行動や仕事

の成果において、いつもその”結果“が問われるのは当然であるが、”結果“を重視するため

にその思考に至るプロセスや計算手順を無視したり、人間固有の優しさ、曖昧さや忘却、葛

藤、人間としての幸せの追求といった概念から遠い位置にコンピュータ・サイエンスの叡智

は振り向けられてきた。昨今では、「思考のプロセス」がキーワードとなったり、喜怒哀楽な

どの感情や嗜好に関する研究、無駄と思われる知識の断片を含む集合知の効用がコンピュ

ータ・サイエンスの主たる研究テーマとして取り上げられたりするに至り、コンピュータがよ

り人間臭い振る舞いを実現するに至った。そのような時代背景の中で若い卓越したエンジニ

アがコンピュータの能力を”市場競争に打ち勝つための道具“や”勝ち負けにこだわる開発

競争“ではなく、コンピュータ資源とそれが提供するサービスをよりよい社会の実現と豊かな

生活を人間に提供されるために活用しようと目途するプロジェクトに出会い、その提案をIPA 

の支援のもと未踏プロジェクトとして採択されることを大変嬉しく思う。 

 

 応募の中から選択された４件は、以下の通りである； 

１．多メディア災害時情報収集プラットフォームと支援活動補助アプリケーションの開発 

２．知的活動支援システム 

３．Augmented Earth：拡張現実感によるバーチャル地球とリアル地球の融合 

４．「ThoughtTrace」：思考プロセスの歴史を動的に記録・解析・表現する 

 

 各プロジェクトの成果は、コンピュータ・サイエンスの特定技術にのみ卓越した成果を挙げ

るものではなく、その新規性と成果は、コンピュータが人間にとってよりよい社会生活や豊

かな生活を送り、人間の感じる喜びや痛みを共有できる社会の実現に貢献できるようにな

ると確信するものである。 

 いずれのプロジェクトも、採択時の提言レベルを超える領域にまで研究開発の成果と実績

を挙げたと思われる。成果発表会には、ベンチャーキャピタリスト、ジャーナリストなどの参

加も得て成果発表とPM のコメントに加えて非常に効果的なフィードバックも頂けたと思う。 

３．プロジェクト終了時の評価 


